
私たちの身近な自然のありようは、時代とともに大きく移り変

わってきました。いまは普通に見られる生きものや風景も、いつ

までもずっとそのままでいてくれるとは限りません。今回は、て

がたんコースの中で、将来にわたって大事にしたい、未来に伝え

たい「てが宝」を探してみましょう。

▲てがたんコースを代表する斜面林から田んぼの景観

案内人：竹本周平（鳥の博物館市民スタッフ）
・小田谷嘉弥（鳥の博物館学芸員）

車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2024年3月9日（土）

【3月のテーマ】

みんなの「てが宝」を見つけよう
ほう



てがたんコースの中で、今日見られた生きものや自然環

境の中から、みなさんが大事にしたい「てが宝」を選んで

ください。観察会の最後に、みなさんが見つけた「てが

宝」を一つずつ発表してみたいと思います。

あなたのみつけた「てが宝」

・

・

・

他の人が見つけた「てが宝」

・

・

・

見かけなくなった生きものたち
かつては関東地方や手賀沼周辺でふつうに見られたのに、

近年になってから数を減らしたり、姿を消してしまった生

きものを紹介します。

「てが宝」を見つけよう

カシラダカは、日本のホオジ

ロ類の中で最も数の多い種の

一つでしたが、1970年代か

ら世界的に減少し、近年でも

回復していません。繁殖地の

環境破壊や越冬地での密猟が

原因だと考えられています。

ほう

イシガメは、関東地方で唯一

の在来の淡水のカメ類です。

しかし、生息環境の悪化や外

来種のカメとの競合や交雑、

外来の哺乳類による捕食が原

因で、手賀沼周辺ではほとん

ど見られなくなっています。

ホウネンエビは、かつてはて

がたんコースの田んぼで毎年

のように発生が見られました

が、近年では確認できなくな

りました。原因はわかってい

ませんが、田んぼの農薬や、

耕作方法の変化が関係してい

るかもしれません。

カシラダカ

イシガメ

ホウネンエビ
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